
















　基本的な文章校正機能としては、Microsoft Word の「校閲」機能や、Google Document の 
"Spelling and Grammer" チェック機能がある。これらは、単純な漢字や文法上の誤りを指摘
するが、論文・レポートとしての適正な形式に従っていることをチェックする能力は低い。
　本研究と類似する、文章校正を目的とした代表的なシステムとして、青山学院大学日本語表
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が 2014 年で停止しており、対応システムが Windows 7 と記述されていることから、開発の
継続性が懸念される。






の他、LaTeX, Wiki, Markdown などがサポートされている。実行環境には、Windows, 
MacOS, Linux が挙げられている他、ネットワーク上でのサーバ動作が提供されており、ユー
ザ側に巨大な分析ツールをインストールすることなく、校正を行うことができる。これを利用









































　この機能を実現するため、RedPen 内部の処理を理解し、修正を行った（図 5）。修正提案4 
を発行し、採択された。
3.3　二重否定の結果表示の改良
　二重否定のチェック結果が、一般の
ユーザにはわかりにくい表示となって
いたため、修正を行った（図 6）。修正
提案5 を発行し、採択された。
3.4　試験的な学生のレポートの評価
　学生から提出されたレポートを RedPen 
で評価し集計したところ、14 件のレポート
に対して、次のように分析された（図 7）。
このうち、「口語的表現」には、一般に「ら
抜き言葉」と呼ばれる可能表現が含まれて
図 3　文体チェックアルゴリズムの修正
図 4　二重否定エラーメッセージの改良
4 https://github.com/redpen-cc/redpen/pull/863
5 https://github.com/redpen-cc/redpen/pull/878
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学生レポートの自動添削システムによる学習支援
いるが、検出精度が低く、多くの誤検出が含まれている。また、
メッセージとして表示される文章が、学生に理解されにくいと
懸念される。
4．課題
　本研究の成果は、（1）オープンソースソフトウェアである 
RedPen の開発に参加しシステムの改良に貢献したこと（2）
実用化に向けて学内サーバ環境を整備したこと（3）サーバに 
Google Docs から接続して結果を表示するシステムを開発した
こと（4）学生のレポートを試験的に評価したことである。
　課題として、（1）「ら抜き」言葉の検出精度の向上（2）学生
にわかりやすい校正結果の表記（3）一般に利用可能なプラグイ
ンの開発（4）大学生のレポートに求められる新しいルールの記
述（5）システムを利用することによる教育的効果の評価がある。
これらの課題については、次年度の目標として研究を継続する。 図 5　校正結果
